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審議会等の会議結果報告 

１．会議名 平成２７年度第１回白山地区地域審議会 

２．開催日時 平成２７年７月２７日（月曜日） 

午後１時３０分から午後３時５５分 

３．開催場所 白山庁舎２階２０５会議室 

４．出席した者の氏名 （白山地区地域審議会委員） 

今井 直毅  岩田 邦昭  植村  仁  臼井 喜功 

海野ミネミ  川井 春生  豊田真知子  中山 大藏 

平谷 雅弘  森川とよ子  森田 正孝  諸木 洋巳 

山中 啓生  吉川 俊子 

（事務局） 

白山総合支所長 豊田 一弥 

白山総合支所副総合支所長 辻川 正仁 

白山総合支所地域支援員 飯田 昌宏 

白山総合支所地域振興課産業振興・環境担当副参事 伊藤 勲    

白山総合支所地域振興課危機管理担当副参事 鈴木 理也 

白山総合支所市民福祉課長 飯田 精一 

白山教育事務所長 滝 加寿代 

市民部地域連携課対話連携担当副主幹 今井 博之 

白山総合支所地域振興課調整・総務担当主幹 倉田 真二 

白山総合支所地域振興課地域振興担当主幹 松田 澄子 

白山総合支所地域振興課主査 岸岡 康成 

５．内容 １ あいさつ 

２ これからの白山地域のまちづくりに係る意見・提言の回答につい 

 て 

３ 白山地域の主なまちづくりの実績と今後の取組みについて  

４ 地方創生に向けた津市の人口ビジョン及び総合戦略の策定につい 

 て 

５ その他 

６．公開又は非公開 公開 

７．傍聴者の数 １人 

８．担当 白山総合支所地域振興課地域振興担当 

電話番号 ０５９－２６２－７０１１ 

Ｅ-mail  262-7012@city.tsu.lg.jp 

 

・議事の内容  下記のとおり 

副総合支所長   失礼します。皆さん、改めましてこんにちは。本日は、第１回白山地区地域審議会と

いうことで、御出席賜りまして誠にありがとうございます。 
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それではただ今から、平成２７年度第１回白山地区地域審議会を開催いたします。開

催にあたりまして、今井会長よりごあいさつをいただきます。 

１．あいさつ 

今井会長     こんにちは。平成２７年度第１回ということで今年が最終の年でございます。色々な

内容が出てきますので十分審議をしていただきますようよろしくお願いいたします。 

副総合支所長   ありがとうございました。続きまして、豊田白山総合支所長よりあいさつ申し上げま

す。 

白山総合支所長  改めまして本日は皆様ご苦労様でございます。今年から白山総合支所長を拝命いたし

ました豊田でございます。この後ろに控えておりますメンバーが今年度お世話になるメ

ンバーでございまして、後程各自自己紹介をさせていただきますのでどうぞよろしくお

願いいたします。さて、本年度第１回目の地域審議会の開催に当たりまして一言ごあい

さつ申し上げます。日頃は津市政の発展に御尽力いただきまして厚くお礼申し上げます。 

         前葉市政も２期目をスタートさせまして、対話と連携のまちづくりの原点を引き続き

市政を推進するに当たりましておりしも今年は合併１０年目という節目を迎えました。 

         また、１０市町村の合併により新市のまちづくり計画及び基本構想に関する事項につ

いて市長の諮問に応じまして、審議答申を行うほか地域振興の施策に係る審議検討を行

うに当たり地域審議会が設置されましておかげ様をもちまして１０年目を迎え、当白山

地域におきましては、これまで委員各位の活発な御意見等をいただき、様々な事業を推

進してまいりましたことを厚く御礼申し上げます。 

         そこで、これまで実践してきました即答・即応し実現する市役所づくりについて市民

の身近な望みを更に早く確実に叶えられるよう地域との連携をより強化するため、本年

４月の組織改正では、政策財務部地域政策課と市民部対話連携推進室を統合いたしまし

て市民部に地域連携課を設置いたしました。これまで総合支所で集約されている地域の

課題や要望と主に自治会コミュニティという単位で市民のまちづくりに対する思いや考

えを聞き、施策の実現につなげるようそれぞれの部署で対応してまいりましたが、この

２つを統合しましてひとつの指示系統にすることで地域の課題を一本化して受け取り、

責任を持って進行管理を行う体制を作ることといたしました。更に、今まで市民交流課

所管の出張所を地域連携課に移しましてより地域に寄り添った形で仕事に当たってまい

ります。このように新たな組織で地域へのよりきめ細やかな対応ができるよう、合併し

てよかったと思われる津市を合言葉に今後もまちづくりを進めてまいります。 

         また、本年度委員各位の任期につきましても最終年となりますがこの１年間を合併か

ら現在または将来へ当該白山地域の発展のために更なる活発なご意見をいただきますよ

うよろしくお願いいたしましてごあいさつに代えさせていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

副総合支所長   ありがとうございました。 

         先ほども総合支所長のお話にもありましたように、この会議に入ります前に本年４月

に人事異動がございましたので、改めて自己紹介をさせていただきます。 

          （副総合支所長以下、各自自己紹介） 

副総合支所長   それでは事項書に従いまして会議を進めたいと思います。 
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津市地域審議会の設置に関する協議第９条第５項の規定によりまして、今井会長に議

長をお願いしたいと思います。 

なお、津市地域審議会の設置に関する協議第９条第４項で「会議は委員の２分の１以

上の出席がなければ会議を開くことができない」と規定されていますが、本日は委員総

数１５名に対し、１４名の方が御出席いただいていますので、この会議につきましては、

成立していることを御報告申し上げます。 

また、会議は津市地域審議会の設置に関する協議第９条第８項の規定により、会議は

公開で行うものとなっておりまして、会議の議事録は津市のホームページ上でも公開さ

れますので御了承いたただきたいと思います。 

なお、本日の傍聴者は１名です。それでは、今井会長、議事進行の方よろしくお願い

します。 

今井会長     それでは、議長を務めさせていただきますので、議事進行に御協力いただきますよう

よろしくお願いします。 

         はじめに、津市地域審議会運営規則第５条第２項により、会議録に署名する委員は２

人とし、会議の始めにおいて指名することになっております。当審議会では、御名前の

５０音順で指名させていただいており、今回の署名委員として、山中啓生委員、吉川俊

子委員を指名させていただきますので、本日の会議録の署名をよろしくお願いします。 

         また、会議は全文記録となりますので、ご発言の際には、挙手をしていただき、マイ

クを使用してご発言をいただきますようお願いします。 

 ２．これからの白山地域のまちづくりに係る意見・提言の回答について 

今井会長     それでは、事項２「これからの白山地域のまちづくりに係る意見・提言の回答につい

て」を議題とします。事務局より説明をお願いします。 

副総合支所長   失礼します。平成２７年３月２５日に当地域審議会より市長に提出いたしました「こ

れからの白山地域のまちづくりに係る意見・提言」につきまして別紙資料Ａ３の横版の

２枚綴りですが、「地域審議会におけるこれからのまちづくりに係る意見等回答一覧」に

より各担当より説明させていただきます。          

産業振興・環境 

担当副参事    失礼いたします。多くの部局への意見となっておりますので、それぞれ所管から現時

点での考え方、取組状況、今後の方針等回答を載せておりますのでひとつずつ朗読をも

って説明させていただきます。 

まず、整理番号、一番左の１１番と書いてございます。「美しい環境と共生するまちづ

くり」森林整備について、森林環境創造事業の間伐で切捨てられた木が大雨で流され、

下流域で災害被害の原因となり問題となっている。そのようなこともあり、白山地域で

新たに間伐材を搬出して、薪、木質バイオマスの燃料チップの原材料としての活用の取

り組みが行なわれている。また、その搬出対価として地域通貨券を発行して、地域おこ

しにも役立っているので、津市としても間伐材の搬出に対して助成を検討していただき

たいという御意見に対しまして、農林水産政策課林業振興室の方から森林環境創造事業

は、森林所有者、事業体及び市が協定を締結し、公共事業として行う森林整備であり、

木材生産を目的としない環境林を目指し、森林所有者に費用負担を求めない事業です。
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このため、搬出に適さない条件の山林で行う場合が多く、また公共事業であるという性

質上、伐採木を搬出して利益が出れば木材生産とみなされて補助金を返還する必要が生

じてしまいます。 

なお、白山地域で取り組んでいただいている「木の駅プロジェクト」は、立ち上げの

際に主体となるＮＰＯ法人の方と何度も意見交換をさせていただき、「できる限り自立し

た取り組みを目指していく」との意向を示していただいております。 

今後とも木材生産と共に森林の持つ多面的機能の保持も視野に入れた取組みを推進し

ていきます。同じく、環境部環境政策課からの回答といたしまして、平成２６年３月、

国のバイオマス産業都市に認定され、木質バイオマス発電プロジェクトを先導的に推進

するなか、平成２６年９月には発電所の進出を決定及び本市と包括連携協定を締結し、

平成２８年７月の稼働を目指しています。また、他の３プロジェクト（汚泥の固形燃料

化、食品系廃棄物活用、木質バイオマスの固形燃料化）につきましても関係所管部局及

び関連企業との連携のもと推進を図ってまいります。続きまして、１２番「自然を活用

した発電について」自然に恵まれた津市において、自然の力（太陽光、風力）を日頃か

ら発電に活用し、また災害時においても避難所及び公共施設が機能するよう発電、蓄電

施設整備に取り組んでもらいたい。環境政策課からの回答は、新エネルギー利用設備設

置費補助金を交付し、自治会集会所の他、個人住宅や共同住宅、事業所への新エネルギ

ー利用施設（太陽光発電システム及び小型風力発電システム）の設置促進を図るととも

に「公共施設等への新エネルギー等の導入指針」に基づき、公共施設等への導入も図っ

ております。今後、新エネルギーの推進と併せ、災害時等での活用も含めた蓄電池等の

蓄エネルギー設備の導入促進並びに導入支援施策を検討してまいります。１３番「放置

空き家対策について」 当地域でも長期間放置の空き家が非常に増えて、倒壊、景観共

に問題となっています。放置空き家をなくすために、所有者に対する行政指導を望みま

す。環境部環境保全課より、空き家対策については、空き家の所有者又は管理者を特定

し、適切な維持管理を行うように引き続き指導していきます。また、平成２６年１１月

２７日に空き家等対策の推進に関する特別措置法が公布され、当該法律には家屋の除却、

修繕等の措置の指導・助言、勧告等が含まれていることから、法施行後（平成 27 年 5 月

26 日）は法律に基づき対応を行っていきます。続きまして１４番、「安全で安心して暮

らせるまちづくり」河川改修について、一昨年から毎年連続の台風で特に大村川、佐田

川が氾濫し、過去に見ない多大な被害を被った。このため、早急に河川の浚渫を進めて

いただくともに、蛇行している河川改修にも取り組まれたい。建設部事業調整室及び津

南工事事務所からは、一級河川大村川、佐田川の河川浚渫及び改修については、地元要

望をもとに管理者である三重県に対して要望をしていきます。それからちょっと飛ばし

ていただきまして、一番最後のところで１９番「農業振興について」の御意見をいただ

きました。農業者の農業離れが進行する中、農地中間管理事業がスタートしましたが、

この事業はあくまでも公的機関による農地の集積と貸出の仲介に留まっており戦略的農

業の展開まで踏込んでいません。将来に渡って農地と農業を守り安定した地域営農を継

続して行くためには、関係機関（行政、ＪＡ、担い手等）が三位一体となった取組みが

必要です。今後、新たにＪＡを主体とした農業生産法人を設立して、稲作のみでなく野
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菜、果物などを農地ごとに計画的な栽培を行ない、販路についても独自に開拓して安定

した営農と儲かる農業の展開を図るべきではないか。農林水産部の方からは、農家数の

減少と農業従事者の高齢化・後継者不足が進んでおり、将来にわたって持続可能な営農

を行えるようにしていくためには、農地の集積、担い手の確保が急務であると考えてお

ります。人・農地プランや農地中間管理事業等の制度を十分に活用すべく、県・ＪＡ・

農業委員会等と連携し、地域の合意形成に向け各地域や集落が持つ農業の課題を把握し、

地域の特色を生かした営農が継続できるよう支援してまいります。 

危機管理担当 

副参事      失礼します。危機管理担当の所管から申し上げます。整理番号１５番でございます。 

         「支流河川への水位観測所の設置」の件でございます。内容としましては、近年の大

雨は、集中的に降る傾向にあり、雲出川本流の水位観測所の情報のみでは的確な判断が

できない。そのようなことから支流河川にも水位観測所の設置に努められたいという件

でございます。つきまして、対応方針としましては、白山地域で言いますと、特に昨年

の大村川、佐田川、垣内川への水位観測所の設置ということですが、これらの河川管理

者は三重県でございますので、三重県に対し、水位観測所の設置要望をしてまいります。

また、並行して各総合支所においても中小河川等における避難勧告等の判断・伝達マニ

ュアルを作成し、本年６月２日から運用を開始しております。 

         そのマニュアルの説明をこの場をお借りして、説明させていただきたいと思います。 

       それでは、最初にカラー刷りの平成２７年６月２日運用開始という資料をご覧くださ

い。２ページをお願いします。津市における洪水予報及び水位周知が実施される河川及

び区域が示してあります。左側には主に国の機関が洪水予報である水防法１０条が示し

てあります。要件として流域面積の大きい河川で洪水により国民経済上重大な損害を生

ずる恐れのあるものとして指定した河川となります。市内においては洪水予報が実施さ

れる河川は雲出川となり、実施区域は一志町大仰から海、雲出川古川からの分流点から

海となります。一方右側は都道府県知事が行うもので、１級河川または２級河川で洪水

により相当な損害を生ずる恐れのあるものと指定した河川について特別警戒水位を定め、

当該河川の水位がこれに達した時は、一般に周知させるという、水防法１３条が示して

あり、三重県が行う水位周知河川及び区域となっています。市内では波瀬川を含む９河

川となっています。これらの河川には水位を測る水位計が設置され、監視カメラ等で２

４時間水位が判断できるようになっています。３ページをご覧ください。ここでは水位

周知河川における避難勧告等の発令の判断基準となる水位の名称が示されています。こ

の中で避難判断水位、いわゆる特別警戒水位は市町が行う避難勧告等の目安の１つとな

っています。次に赤色の氾濫危険水位、危険水位とも言いますが、この水位は堤防を越

える洪水となる可能性のある水位で市町が判断する避難指示の１つの目安となる水位と

なります。このように水位が確認できる河川では、ここまで水位が上がってきたら判断

できる基準があらかじめ決められていることになります。４ページをご覧ください。昨

年８月の台風１１号の水害を受け、今回のマニュアル作成に至った背景でございます。

河川管理者による洪水予報及び水位周知が実施されない区域では、避難勧告等を発令す

る基準となる避難判断水位、氾濫危険水位の設定がありません。このため水位上昇に伴
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う避難勧告等の発令基準が不明確でありました。そのために避難勧告等の発令が迅速に、

できにくい状況がありました。昨年８月の台風１１号では水位周知がされていない中小

河川がこれまでに経験したことがない水位上昇があったことから、洪水予報及び水位周

知が実施される区域と同様に避難勧告等の判断・伝達マニュアルの作成するに至りまし

た。５ページをご覧ください。今回作成したマニュアルを適用される河川が書いてあり

ます。津市内では全部で９地域１５の河川にマニュアルが作成され、白山地域では⑫大

村川、⑬佐田川、⑭垣内川の各河川にマニュアルが作成されました。６ページをご覧く

ださい。今後の避難勧告等の発令チャートでございます。台風の接近などにより雨量、

水位が増加すると今回マニュアルが作成された河川において独自に設定した基準点の水

位を消防団、総合支所あるいは消防署が巡視を行います。その結果を総合支所に連絡・

報告し、総合支所長がマニュアルで確認し災害対策本部長（市長）に具申を行います。

災害対策本部長（市長）は避難勧告等の発令を判断し、避難勧告等を発令するといった

流れになります。次に、実際に白山地域で作成された中小河川における避難勧告等の判

断・伝達マニュアルをご覧ください。このマニュアルは、洪水等から市民の生命、財産

を守るため、迅速かつ的確に避難勧告等を発令できるよう、その判断地点、基準、開設

避難所、対象地域を指定し、その運用手順を定めています。２の避難勧告等発令の判断

基準等でございますが、判断地点について、大村川は寺前橋の橋脚、佐田川は藤治垣内

の右岸の護岸、垣内川においては垣内公民館前の左岸の護岸をそれぞれ判断地点と定め

ました。判断地点の位置、基準点のマーキングは３ページに大村川、４ページに佐田川、

５ページに垣内川と、カラー刷りで示してありますのでご覧ください。青のラインは避

難準備情報発令ラインとなっており、判断地点の水位が基準に達し、さらに水位上昇が

見込まれ、現場の状況により災害が発生する恐れがある場合、避難準備情報を発令しま

す。黄色のラインは避難勧告発令ラインとなっており、判断地点の水位が基準に達し、

さらに水位上昇が見込まれ、現場の状況により災害が発生する恐れがある場合、避難勧

告を発令します。赤色のラインは避難指示発令ラインとなっており、判断地点の水位が

基準に達し、さらに水位上昇が見込まれ、現場の状況により災害が発生する恐れが非常

に高まった時に発令となっています。戻っていただきまして、２ページをご覧ください。 

        ３の河川ごとの避難対象地区等でございます。表にありますように各河川ごとに開設避

難所、避難対象地区（自治会名）が示されています。実際の避難勧告等はこの対象地区

名で発令されることになります。次に４の水位の把握方法でございます。３つの河川の

水位把握方法ですが、地元消防団及び総合支所職員による定期的な巡視を実施します。

また時間雨量５０ミリを超えたときは、その都度巡視する。巡視報告は、白山総合支所

に状況等を詳細に報告することになっています。次に５の危機管理総務部への情報伝達

方法です。指定河川の水位が避難勧告等の判断基準に達し、更に水位の上昇が見込まれ、

異常な降水量の観測が見られた時に危機管理総務部への一刻も早い報告が必要となりま

す。その方法等は、まず情報伝達職員として津市災害対策本部白山支部長（白山総合支

所長）が電話が使用できる時は電話にて、又電話が使用できない時は移動系デジタル無

線を使用し、津市災害対策本部長に伝達します。伝達内容は、「白山支部です。指定河川

（大村川、佐田川、垣内川）の水位が避難勧告等（避難準備情報、避難勧告、避難指示）
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の判断基準に達しましたので報告します。」といった形で報告をします。今後は、このよ

うな形態で、マニュアルを運用していくことになります。また、大村川の南出の宮ノ裾

地域でもう１箇所基準点を作ってほしいという要望を承っておりますので現在その作業

にとりかかっている状況でございます。以上で中小河川における避難勧告等の判断・伝

達マニュアルの説明を終了します。 

         続きまして、先ほどの意見の回答書でございます、２ページ目の整理番号１６番でご

ざいます。「地域防災計画ダイジェスト版の配布について」ということですが、内容的に

は、津市避難勧告等の判断・伝達マニュアル、地域の危険箇所また最終的に整備された

地域防災計画を広く市民に知らせるためにも、地域防災計画ダイジェスト版を配布して

もらいたいという内容でした。それに対しまして、対応方針としましては、「津市避難勧

告等の判断・伝達マニュアル」は河川の洪水や土砂災害、津波に伴う避難勧告等の発令

基準や伝達方法など災害種別に対応した避難勧告等を発令する区域を示すもので、最新

版を津市のホームページに掲載しています。また、津市地域防災計画は、市民の生命、

財産を災害から保護するため、津市に起こり得る災害への予防、応急、復旧・復興対策

について、基本的な事項を取り決めたもので、津市では災害の種類ごとに震災対策編、

風水害対策編、津波対策編、資料編と作成しています。毎年、法律の一部改正等により、

計画の修正があるため、修正の要旨を作成し、その内容を津市のホームページに掲載し

ています。なおホームページをご覧いただけない方につきましては、総合支所等の窓口

で閲覧できるようになっておりまして、希望される方には、必要箇所の写しをお渡しす

ることもできますので、ご理解いただきたいと思います。続きまして、整理番号１７番

「戸別受信装置の整備」ということで、内容は台風時において、同報系防災行政無線で

の情報伝達については限界があるので、地域の指導的立場にある自治会長、区長宅には

戸別受信装置の設置を望みたいという内容でございました。それに対しまして、対応方

針としましては、津市では、災害時の緊急伝達手段の要として、同報系防災行政無線を

活用しています、放送内容が聞こえにくいとの声がありますことから、その改善策とし

て屋外スピーカーの向きや音量の調整、避難勧告等の発令に際してのサイレンの活用、

緊迫感のある話し方の導入などの工夫をしてきております。しかしながら気象条件やお

聞きになられる方の状況等によりましては、屋外拡声子局からの放送が、どうしても聞

こえない、聞こえにくいと言った状況が解消できないことから、現在、更なる情報伝達

手段の充実を図るため、戸別受信装置の導入について調査研究を進めております。 

         なお、６月議会において、危機管理部長の答弁では来春までに戸別受信装置の施策、

手順を含め、明らかにしていくと答弁しておりますので、ご理解いただきたいと思いま

す。以上が危機管理からの報告でございます。 

教育事務所長   失礼します。それでは、引き続きまして整理番号１８番「うぐいす図書館の更なる活

用について」の御意見です。うぐいす図書館は、施設は美しく蔵書も多く、職員のサー

ビスも良いが、車に乗れないといけない場所にあるため、子どもたちや高齢者にとって

は利用がしにくい。今後は、どのようにしたら利用が増えるか対応策を考えてもらいた

い。移動図書館も一策ではないでしょうかという御意見をいただきました。所管としま

しては津図書館となります。その御意見に対する回答ですが、うぐいす図書館は公共交
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通機関や徒歩等によるアクセスがし難い環境にありますが、ご意見につきましては、図

書館利用の本質に関わる重要な課題であると認識しています。今後も引き続き利用いた

だきやすい図書館の在り方につきまして、調査・研究を進めます。以上です。 

今井会長     ただ今いろいろの方から回答をいただきました。何か御質問ございますか。 

植村委員     農業振興についての回答をいただいたわけでありますが、ちょっと地域の特色を生か

した営農が継続できるよう支援をしていきますという回答ですが、具体的にはどんなも

のが上げられるのかというのをできれば示していただければ非常にありがたいなあとい

うふうに思います。それから、持続可能な営農を行えるようにしていくためには、農地

の集積、担い手の確保が急務であるという回答ですけれども、もうひとつの視点として

は兼業農家に対する営農支援というのも、具体的にはこうやったらどうかというのも加

えていただければありがたいなというふうに思います。以上です。 

今井会長     今の質問の回答はどなたでしょうか。 

産業振興・環境 

担当副参事    失礼します。地域の特色を生かした営農に対する具体的な支援という点につきまして、

どのようなことを考えておるのかという御質問ですが、答弁の内容につきまして農林水

産の方へ確認させていただきたいと思います。兼業農家に対する具体的支援これに対し

ましても確認させていただいて御報告させていただきたいと思います。申し訳ございま

せん。 

今井会長     後日また回答がくるということで、よろしいですか。植村委員。 

植村委員     はい。 

今井会長     ほかにございませんか。今の関連の質問で。 

森田委員     はい。森田です。整理番号１４番の件の河川改修について回答をいただいております。 

         要するに管理者が県であるため県に要望するということなんですけども、要望したこ

とに対する県の考え方とかそういうのを要望しっぱなしやなしに、その後の経過等をど

うなっておるのかということだけはまた教えていただきたいということを思っておりま

すのでひとつよろしくお願いします。 

今井会長     今の質問に対しての御回答はございませんか。 

総合支所長    すみません。支所長です。これに限らず、県、国への要望とかにつきましては建設部     

        事業調整室を通じて要望をさせていただくのですが、引き続きそのつど結果については 

        分かる時点で御報告させていただきますのでどうぞよろしくお願いします。 

森田委員     どうもありがとうございました。 

今井会長     ほかにないですか。 

         ないようですので、事項３「白山地域の主なまちづくりの実績と今後の取組みについ 

        て」を議題とします。まず、白山地域の主なまちづくりの実績について、説明をお願い

します。 

 ３．白山地域の主なまちづくりの実績と今後の取組みについて 

地域支援員    失礼いたします。座って説明させていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

         それではお手元の３番のカラー刷り「合併後の津市のまちづくり⑨」白山地域編を御

覧いただきたいと思います。平成１８年１月１日に１０の市町村が合併し、新しい津市
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が誕生して、平成２８年１月１日で１０周年を迎えます。そこで、今年の１月から１０

回にわたり、毎月１日の「広報津」で、合併してからの津市のまちづくりについて、掲

載しているところでございます。来る９月１日の「広報津」におきまして、この白山地

域編を掲載させていただく予定でございますので、よろしくお願いいたします。 

まず、白山地域のまちづくりの特色といたしましては、当地域では、地域の皆さんに

よる文化活動が活発に行われていて、その拠点となる公民館や公共施設の改築・改修を

行いました。また、その他にも、子どもたちの安全のために、小・中学校の屋内運動場

の天井改修や耐震補強を行いました。 

それでは、個別にまちづくりの実績をご説明申し上げます。まず、文化施設・公共施

設の整備といたしまして、川口公民館の移転整備、倭公民館の改修・耐震補強、元取公

民館の改築、白山庁舎の改修・駐車場の整備、そして、白山市民会館の改修を行いまし

た。つぎに、教育環境の充実といたしまして、大三、八ッ山、倭、川口各小学校の屋内

運動場の天井改修、家城小学校の屋内運動場の耐震補強、川口小学校のトイレ改修、そ

して、白山中学校の改修と屋内運動場の耐震補強を行いました。つぎに、インフラ整備

といたしまして、下水道整備の推進、これにつきましては、現在の認可区域による整備

率といたしまして、平成１８年度が４９％に対し、平成２６年度には７０％まで整備す

ることができました。また、市の事業ではございませんが、川口地内において、広域営

農団地農道整備を行いました。最後に、消防・防災の強化といたしまして、八対野地内

と旧家城幼稚園運動場跡の耐震性防火水槽の設置、また、白山方面団第２分団車庫の耐

震補強を行いました。そして、それぞれ番号の場所と、主な写真を掲載させていただき

ました。最後に、津市自治会連合会白山支部会長の海野ミネミさんに、地域の声を寄せ

ていただきました。説明は以上でございます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

今井会長     ただ今の実績を踏まえ、今後においてのまちづくりの取組みについて、何か御意見が

ございましたらお聞かせください。 

植村委員     植村です。今白山地域のそれぞれのまちづくりをいろいろやっていただいてありがた

いというふうに思って聞いておりました。ただ、前葉市長になりましてからそれぞれの

総合支所の判断において執行できる予算、白山町の場合は１，５００万円という金額が

出されましたけれどももう少しと言いますか、この合併１０周年を迎えまして額の増額

をしてもらって、今紹介されましたような大きな事業でなしにほんとに小規模な、例え

ば５０万円以内ぐらいでできるような改修工事等々、小さな要望が地域には色々あると

思いますのでそういったものに対応できる予算を是非増額をしていただけないかなあと

いうふうに思います。 

今井会長     どなたか御回答願いますか。 

総合支所長    それでは、私の方から。植村委員さんの御意見ですけれども、まず各総合支所に割当

られておりますインフラの予算でございます。昨年と比べまして本年度は増額をされて

おります、というのは通常均等制の割合というか予算がついておったんですが、本年度

から市道の路線が合併前から白山町というのは結構路線数と路線延長が多いものでそれ

に伴う維持管理ということで昨年度よりも少し余分についております。ただ、当然皆様

から寄せられる要望というのが非常に多くございましてなかなか全部の要望を全て実施
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できるとは限りません。限られた予算の中で実行していくわけですけれども当然その年

度でできなった積み残しというのがございますのでその積み残しについては翌年度の予

算でやらしていただくのですが、その辺につきましてはこういうふうな審議会さんの御

意見を反映させていただく中で予算化できるように努力していきたいと考えております 

        のでよろしくお願いします。 

植村委員     そうしますと、私らが聞いておりました年間１，５００万円というその枠は今はもう

そうじゃないと、もっと上だということですか。 

総合支所長    １，５００万円でしたのですが、先ほど言いましたように今年から市道の延長の終わ

りによって増えましたので１，７００万円にちょっと増えました。当然まだまだ要望と

いうのは各地区からございますので少しでも取れるような形で要望もしていきたいと思

っております。 

今井会長     よろしいですか。 

植村委員     分かりました。 

今井会長     ほかに。 

平谷委員     元取の平谷でございます。インフラ整備だけじゃなく、元気なまちづくりになります

といろんな文化活動等も含めて予算等とっていただきたいと思うんですが、文化祭とか

体育祭とかの予算も非常に少なくなってきましたのでそこらへん総合支所では考えてみ

えるのかどうかと、もうひとつは津市の指定管理、私とこも「わかすぎの里」があるん

ですけれどもそういうところを活性化していくというのがまちづくりになると思います

のでそこらへんの予算が取れるかどうかというのをお聞かせ願いたいと思います。 

今井会長     今の意見に御回答をお願いします。 

教育事務所長   白山教育事務所 滝でございます。文化祭の補助金ではなく、あれは委託料という形

で公民館とその地域の実行委員会さんの方に向けて年間、地域によって違うのですが、

７６，０００円でしたか７０，０００円でしたか、ちょっとごめんなさい。ここのとこ

ろずっと定額で毎年その金額でお願いをしている状態です。特に増やしてほしいという

御要望は今始めて聞かせていただいた状態なのですが、そういう御意見も踏まえまして

２８年度の予算これからまだまだ検討に入ってまいりますので御意見を参考にさせてい

ただきたいと思いますが、大変申し訳ないことに限られた予算というところもあります

ので、御期待に添えれるかどうかというのはなんとも御約束し難いところではあります

が、御意見有難く頂戴したいと思います。 

今井会長     よろしいですか、それで。 

平谷委員     「わかすぎの里」の指定管理についてお願いします。 

産業振興・環境 

担当副参事    「わかすぎの里」は現状指定管理ということでお願いをしております。指定管理委託

料はゼロでございます。しっかり営業をしていただいて利益が上がるということ自体が

地域の振興策になってこようという考えのもとに作られた施設でございます。ただし、

平成元年からの施設でございますので現在も計画的に施設修繕等を行っております。営

業してもらうために施設がだめでは営業できませんのでその辺は津市の施設として修繕

費用はなんとあっても要求して獲得していきたいというふうに考えております。以上で
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ございます。   

今井会長     よろしいですか。 

平谷委員     はい。 

今井会長     ほかに、ございますか。 

森田委員     森田です。両委員からお話がありましたのと関連するわけですが、今それぞれの実績

ということでるる説明があったわけですが、まだまだ途中から合併して権限が無いとい

うことで少し予算を増やしていただいた。いっても総合支所長の権限といってもお金が

無かったらこれ権限なにもないわけですね。だからやはり今１，５００万円、それから

道路の延長等で１，７００万円とおっしゃってみえましたけども最低やっぱり３，００

０万円のお金はなんとか予算化をしていただいてですね、そうでないと細かいところと

か、要求箇所がそれぞれ地域にはあろうかと思いますが、なかなか対応もできないとい

うことでぜひとも予算３，０００万円だけはつけていただきたいなあと思います。それ

と今後の取組みになろうかと思うんですけども、合併して１０年時限立法ということで

この審議会が最終年度になるわけですが、今までの１０年間を振りかってみますと１０

市町村が合併して７１０平方キロメートル、琵琶湖より一回り大きい面積の新津市にな

ったわけですが、まだまだどうしても旧津市に比べてこの端々奥一志のところはほりぼ

りというわけでもないですが、やはりこれからはだんだんと地域格差がついていくよう

な気がするわけです。その中で審議会と違ってもやはり色々発言する場と申しますか、

審議会やなくしてこれとよく似た協議会、審議会に変わるこういう集まる場というのを

是非とも設けていただきたいと思います。そうでないとまだまだこれいろんな白山地域

だけやなしに郡部においては要望することが多々あろうかと思いますので、その点を審

議会に変わるこういう寄る場というのを是非とも設けていただきたいなあというふうに

思っております。以上です。 

今井会長     はい、これの回答をお願いします。 

総合支所長    森田委員の御意見大変ありがとうございます。もちろん総合支所長の判断ということ

なんですけれども、当然予算が一番重要なことになってきております。そうした中で先

ほども植村委員からの御質問に対してお答えはさせていただいたんですけども、当然毎

年各地域からの要望に応えるべく予算というのをインフラで持ってはいるのですけども 

        どうしても積み残しというのができてきます。そんな中で今年度は１，７００万円つい

ておるというのを言わせていただきましたが当然１，７００万円ではなかなか実施がで

きていないのが現状です。地域審議会の方からそういうふうなお話をいただければ非常

に我々としても心強い応援があると認識しておりますのでこういうふうな御意見が出た

ということでまた予算査定にも反映していきたいと思います。それと、今後の地域審議

会に係るこういった形の会合というか、今後１０年以降の津市のあり方でございますけ

れども一応今日は地域連携課の今井君が来ておりますけれども、今年は秋ぐらいに地域

懇談会というのが予定されております。この会議につきましては地域審議会とは別で、

自治会長さんをはじめ、ＰＴＡとかそういった関係の団体、それとはまた別に福祉とか

農業団体とかそういうふうな団体さんを入れた中での懇談会を予定しておりますので、

地域審議会以外のメンバーで白山町の地域振興に対して御意見をいただく場も考えてお
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りますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

森田委員     どうもありがとうございました。 

今井会長     ほかにございますか。 

吉川委員     吉川ですけども。今年の３月１５日と覚えているんですけども、この日にレクリエー

ションとしてウォーキングがあったんですけどもその同じ日に地域文化祭がしらさぎホ

ールであったんですね。だいたい時刻的に同じで。それで夫の方はウォーキングへ出て、

私は地域文化際の発表会に出たんですけども、こういうことの日にちが重なるというこ

とはどうかなというふうに思うんです。行事についてはスポーツ委員会とか、文化振興

委員会とかそこらとちょっと打ち合わせをしていただいて、日にちがダブらないように

していただかないと、集まる人数がどうしても分かれてしまうのでこれはちょっと考え

てほしいなあと思います。それから、人権とかの文化発表会なんですけども、非常に集

まる人が少ないように思うんです。だいたいしらさぎホールでも３分の１ぐらいかなと

思うんですが、落合さんとか鎌田 實さんとか、テレビでもどんどん出られる方が来て

いただいているので話聞いても非常にいい話なので住民の参加が少ないとなるともった

いないと思うんです。ひとつの方法として広報にチラシが入ると思うんですが、プレミ

ア商品券でもちょっと広報を見なかったので買えなかったという人もあるんですね。だ

から広報だけを出してそれでいいかというのじゃなくて、やはりそういう企画とかチラ

シは出来上がった時点ではもう７０パーセントぐらいの計画がいったと思って、あと３

０パーセントはどういうふうにしたら人が集まるかということを検討していただきたい

と思うんですね。例えば、私たちの近くの広報だけにチラシが入るのじゃなくてもっと

他のところでも、市役所とかへチラシを置いていただいたら、この人やったら聞いてみ

たいわと思う人が来てくれる可能性もあります。地域においてはやっぱり足がないとい

う人が結構見えると思うんですね。私は春に福寿会の日帰り旅行に参加させてもらった

んですけども、指定された場所に皆が集まってくるかというとそうでなくて集会所ごと

に車が回ってくれたんですね。ここで５人、ここで３人というふうに大型バスがずうっ

と回ってくださって、帰りも同じように３人、２人と降ろしてくれて私それがすごいな

あと思ったんです。だから、こういう行事があるときには市のバスを使っていただいて

そういう集会所のようなところで回っていただくというような形とかへ予算をとっても

らって、折角いい人がきていただくのだからしらさぎホールが満員になるぐらいの人集

めをお願いしたいなあというふうに思います。それと、もうひとつ農業に対して全然経

験もないので分からないのですが、あるところで野菜を作ってみえるところがあって、

収穫は一部だけ採って後採らないのでどうしたんかなあと毎日見ていたら、とうとう枯

れるまで収穫はされなかったんです。ブロッコリーと白菜の畑だったんですけど、どう

してかなあと皆で言っていたんですが、結局規格外でだめなんだということだったんで

すね。それで、規格外のものは「ぬくいの郷」とかの直売所へ出したらどうかと思った

んですけれど、またあれも引き取りに行かなくてはいけないということでそれも大変だ

ということらしいですね。だからやはり農業をしていこうと思ったらＪＡがそういうも

のを引き取って、規格外というのは私たち主婦にしてみたら規格外でもどんどんほしい

わけですよ。ちょっとぐらい安くしたいから。そういう主婦の声というのがなかなか、
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ほしいけども畑もったいないなあというのに統一しているんです。だけどこれからはこ

こでも農業をやっていくんだったら、やはり農協自体が買い取るというか、残ったもの

は漬物にして販売するとか、ジャムにするとかいう加工場を設けて、たくさん作ってい

る人も小さく作っている人も丸ごと受け入れられるような対策をとっていけたら、多分

ここらはスーパーも多いのでそれをスーパーへ卸すというふうな循環型にしていけば多

分そういうところで働く人の雇用も増えてくるし、作る人もやっぱりやりがいがあると

思うんです。だから、私たちにとったら畑になっている規格外のものでもほしいです、

実際は。でもそれは農協へ出したら規格外でだめやということです。「ぬくいの郷」なん

かでも夕方行くとちょっと残っていますよね。あれどうなるんかなあと思うんです。折

角作ったのにね。だからそういう加工とか規格外を売るということをもっと考えてもら

ったら私たちも助かると思うんです。よろしくお願いします。 

今井会長     今の意見２件ありました。最初の意見は行事の日程の問題、二つ目は農業関係の余っ

た野菜、くだものの処分、どなたか御回答できますか。 

副総合支所長   すみません。辻川です。各事業が重なった場合の件ですが、これ貴重な御意見で参考

にさせていただきたいんですけども、各文化協会とかウォーキングでしたらまあ地域審

議会の関係の事業ですが、そういう事業等これから重ならないように参考意見とさせて

いただきたいと思います。あと農業のことはかなり大きな問題になってくると思います

ので白山だけの問題じゃなくて当然ＪＡも絡んでくると思いますし、田んぼや畑に野菜

が残っているのを吉川委員のように都会からみえた方はそういうふうに感じられると思

いますが、私ら田舎に住んでいる者はそういう感覚があまりないのでこれもかなり貴重

な御意見だと思います。白山は結構大阪とか名古屋から来られて住まれている方がたく

さんみえますので、そのへんは今後どのようにというのは難しい問題だと思いますがな

んらかの形で進めていかなくてはならないかと思います。すぐにどのようになるかとい

うことは今のところ難しい問題だと思います。 

今井会長     ほかにございますか。 

岩田委員     岩田でございます。私の方からは、公民館館長の推薦ということで早急にお願いした

いことがあります。公民館館長は、自治会長が毎年推薦するということになっておりま

して、この時に３つの条件があるんです。まず、６５歳未満でなければならない。定年

は７０歳、５年以上勤務できない。この３つがあるんです。実は、川口公民館長はこの

２７年度で５年の勤務を迎えます。まだ６８歳です。本人は相当やる気を持ってまだや

り残したこともこれからどんどんやっていくと、まわりもそん色なく、皆応援していま

す。地域の団体も協力して盛り上げております。そんな中で５年の任期ということを条

件に辞めさせるということはこれ大変なことなんです。これは川口だけじゃなくて白山

町その他もこういう問題を抱えてくると思います。ぜひこれ５年の任期というのを撤退

していただきたい。よろしくお願いします。 

教育事務所長   本当に公民館の館長、それから主事の推薦につきましては自治会さんの方に大変お世              

話なっております。ありがとうございます。今お話がありましたように要綱の中でそう

いう取り決めがありまして実はその要綱決まって適用される５年経つのが今回初めて適

用されるわけです。当然川口だけではなく、津市全体でほかにもそれに対象となる館長
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が何人かおっていただきます。白山の場合は川口だけですかね。その任期を決める際５

年という、何年おってもらったらいいのかその年齢のところも十分協議をした結果とい

うことですので、初めてそれを適用される方に対しては今のところ教育委員会としては

例外というのは考えていないところではあるんですが、その５年の中で 1年目はいろん

な地域の関わりをもっていただきながら進めていただく、５年でひとつの区切り、集大

成というか、５年計画の中で公民館の仕事を全うしていただくというところで公民館長

さんに最初のところでお願いをしているところではあります。公民館は地域と大変関わ

りの深い密接な地域といっしょになってやっていただく事業のひとつだと思っておりま

すので、地域の皆様の協力なしではもちろんできないことだとは思っておりますが今の

ところその要綱に基づいて進めていきたいというふうに思っておりますのでよろしくお

願いいたします。 

岩田委員     ５年という根拠は何に基づいて決められておられるのか。 

教育事務所長   申し訳ありません。正しい名前をちょっと今すぐに言えないんですが、要綱が定めら

れております。館長の年齢でありますとか７０歳までだよということとか、通算して５

年ですので、例えば、ほかの館と合わせていただいた時に５年を超えてしまうことがあ

ってはだめですけどもそれらすべて要綱の中で定められております。 

岩田委員     推薦するとき６５歳未満、それで５年勤めたら７０歳定年これ当たり前なんですよね。

ところが７０歳という定年を決めておるんであればその５年という決まりがどのような

条件で決められてきたのか、どのような根拠で決められてきたのかそれを教えていただ

きたいのですが。ただ要綱というだけでは、規則だから、規則だからでは重要な人材を

ほることになってしまいます。これでは公民館運営に支障を来すようになってきますの

でその辺をちょっとお伺いしたいと思います。 

教育事務所長   ちょっと資料を取りに行く時間をいただいてよろしいですか。 

今井会長     はい。 

            （教育事務所長 退席） 

            （教育事務所長 着席） 

教育事務所長   よろしいでしょうか。津市非常勤公民館長に関する内規という中で、要綱と言いまし

たが内規の中で定められております。その中で先ほど岩田委員が言っていただきました

ように通算して５年間を上限とするということが出ております。それから、年齢につい

ても任用の期間の初日に６５歳に達していないということ、それから７０歳ということ

も出てきております。その５年間の考え方なんですけども、この内規を考えました時に

皆の意思統一ではないですが意思の共有をいたしました。その中でまず１年目というの

は事務を引き継ぐ期間であると、２年目については地域と繋がりをもってそれを事業に

反映していく時期が２年目と、３年目については館長自らが企画を立案して行動してい

く期間が３年目、４年目はそれまでの３年間の反省を踏まえて事業の修正を行って進め

ていく、５年目は活動の集大成として次の世代への育成を進めていくという５年という

のはそういう考え方をもっております。 

岩田委員     ５年という意味がほんとによくわかりません。５年で集大成なんてどのように決めら

れてのか私にはわかりませんが、５年かけても１０年かけても７０歳の年齢であればそ
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れなりに一生懸命やっていただく方であればどんどんやっていただいた方が私たちはい

いと思っております。上いくまでもう辞めさせろというのであれば私らの方でそのよう

にしますが、有望な方であればそのようにお願いしたいと思うんですが。それとついで

にお話させていただきたいのですが、一般企業でも定年はもう６５歳なんですわ。６５

歳未満というともう大変苦労するんです。失礼ですが、公務員上がられた方はそれから

２，３年どこかへ勤められます。人材は相当あるだろうといってもこの年齢で探すのは

大変なんです。そういうことを考えていただいてよろしくお願いしたいと思います、こ

の５年の撤廃を。 

教育事務所長   おっしゃるとおり６５歳未満というところがネックになっているところは私も大変感

じております。ただ、私といたしましてもこの内規がありますのでその中で運用させて

いただく基になるところですので、今のところこれがまだ改正されておりませんのでこ

れにのっとってやっていきたいというふうに思っておりますが、３月までの話になって

おりますので自治会長さんとはこれからも川口公民館長さんのことで、また十分協議を

させていただきたいというふうに思っておりますのでよろしくお願いします。 

今井会長     よろしいですか。 

岩田委員     はい。 

今井会長     ほかにございませんか。 

吉川委員     先ほどの回答なんですが、人が少ないということについて今後どのような方法で参加

する人を増やしていただけるのでしょうか。それから、人権の講演では夜７時からとこ

のごろなっておりますが、これはやはり若い人も多分関心のあることもあると思うので

やはりできたら１回か２回のことなので土日を利用していただいてより多くの人に参加

していただくようにしていただきたいのですが、文化的な生活ができているというパー

センテージはこういう場所にどのぐらいの人が集まるかということでも評価されると思

うので、参加者が多くて盛り上がるようなことに力を示していただきたいので人集めに

ついてはバスを利用するとかそういうところに力を入れていただきたいのですが。 

今井会長     今の意見はすぐには答えが出ないと思いますので次回の会議までに案を一度考えてお

いてください。ほかにないようですので、それでは事項４「地方創生に向けた津市の人

口ビジョン及び総合戦略の策定について」を議題とします。事務局より説明をお願いし

ます。 

 ４．地方創生に向けた津市の人口ビジョン及び総合戦略の策定について 

総合支所長    総合支所長でございます。お手元の資料に「（仮称）津市まち・ひと・しごと創生人口

ビジョン（骨子案）」ともうひとつ「(仮称)津市まち・ひと・しごと創生総合戦略（骨子

案）」というこの２冊がございます。まず、これはなんなんやというのがあると思います

ので主なポイントを説明させていただきます。まずはじめに、そこにも書いてあります

が、ちょっと読ましていただいて注釈つけて説明させていただきます。 

         現在、国を挙げて地方創生に向けた取組みが推進されていますが、我が国では、１９

７０年代後半、これは昭和４５年から５０年以降合計特殊出生率、特殊出生率というの

は一人の女性が一生に産む子どもの平均数でございます。特殊出生率が急速に低下し、

人口規模が長期的に維持される水準、これが人口置換水準と言いましてこれ現在一人当
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たり２．０７になっております。それを下回る状態が約４０年間続いてきたものの、総

人口は２００８年（平成 20 年）まで増加を続けてまいりました。これは、平均寿命が延

びて死亡数の増加が抑制されたことに加え、戦後の第一次・第二次ベビーブーム、これ

は第一次は第二次世界大戦後昭和２２年から２４年、ここにお集まりの委員さんの中に

もおっていただくと思いますけども昭和２２年から２４年の方々が大変まあベビーブー

ムと、第二次ベビーブームと言うのは１９７１年から７４年と言うかこれは昭和４６年

から４９年、第一次が団塊の世代ですね。第二次ベビーブームが団塊ジュニアとよく言

われております。その方々による大きな人口の塊によりまして出生率が下がっても出生

数が大きく低下しなかったことに起因するもので”人口貯金“ともいわれる状況にあっ

たからです。ところが、我が国はこの人口貯金を使い果たし、人口の減少局面に入って

きております。この状況は以前から予想されており、津市をはじめ、多くの地方自治体

においては、これまでも少子化や高齢化の急速な進行をまちづくりにおける重要課題と

して認識し、その解決に向けては、地域振興策や地域活性化策という名目で様々な取組

みを行ってまいりました。   

     このような中、平成２６年５月に民間の有識者組織である「日本創成会議」から、３

０年後には人口減少で多くの地方自治体が消滅する可能性があるというレポートが発表

されまして、「消滅可能性都市」とされた自治体を中心に大きな反響を呼び、国において

は、平成２６年１１月２１日にまち・ひと・しごと創生法を成立させ、そして、同年１

２月２７日には国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」と「まち・ひと・しごと

創生総合戦略」を閣議決定しました。 

     地方創生に向けては、地方が自ら考え、そして責任をもって実行していくことが求め

られています。津市は、消滅可能性都市と言われるような逼迫した状況に陥ってはいま

せんが、ただ漫然と受け流すことができる状況でもありません。将来を見据え、しっか

りとした戦略を持って取り組んでいかなければなりません。 

     そこで、国からの財源を有効に活用しながら、「ひと」と「しごと」の好循環を作り、

その好循環を支える「まち」の活性化に向けた具体的な施策を揚げ、地方創生に向けた

取組みをより効果的に集中して進めるため、人口の現状と将来の展望を提示する「津市

版の人口ビジョン」と今後５か年の目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめた

「地方版総合戦略」の策定に取り組んでいるところです。 

     今回は、その骨子案を皆様にお示ししまして、地方創生に向けたアイデア等をいただ

きたいと思います。主に、それはなんぞやということで、こういうふうな人口の減少が

今後おきてくるという中で、津市としても総合戦略を掲げていかなければだめやという

ことで一応骨子案として作らさせていただきました。今後皆様の御意見をいただいて、

また新たにこの骨組みをきちっとしたものに作っていくのですが、その総合戦略の前に

まず人口ビジョン、これを把握しておかなければいけないということで「人口ビジョン」           

        の骨子案をお開きいただけますか。長々とこう書いてあるんですが、趣旨だけを説明さ

せてもらいますと、創生戦略をする中ではまず、まち・ひと・しごと創生において基本

となるのが人口の推移について把握しておく必要があるということから人口ビジョンの

骨子案が作成されました。人口ビジョンの２ページを御覧ください。これについては、
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津市の人口動向の分析が書かれております。（1）の総人口の推移では、１９５５年これ

昭和３０年から市町村合併時の２００５年、平成１７年と今年の２０１５年、平成２７

年と２０年後の２０３５年の人口動向をグラフで表しております。２０１５以降は推計

値でありますけれども２００５年の市町村合併時、平成１７年の津市の人口は 288,538

人であったものが、３０年後には 242,682 人となりまして合併の２００５年のピーク時

よりも約１５パーセント減少すると予想されております。当該白山町において調べてみ

ましたのですが、わかる範囲で調べてみますと、１９８５年、これ昭和６０年が白山町

の人口の一番ピーク時でございました。この時 15,695 人が白山町の人口でございました。

これを頂点に右肩下がりになりまして２００５年の市町村合併時は 13,540 人になりま

して、本年平成２７年の今現在は 11,758 人でありまして、昭和６０年のピーク時と比較

しますと約２５パーセント減少してきました。今後２０年後の白山町の人口はひょっと

して 1万人がきれるのではないかと心配になってきます。また、人口の動向の分析とし

て８ページを御覧ください。この８ページには、出生数・死亡数・転入数・転出数の推

移が書いてありますが、死亡数と出生数は広がる傾向にあります。というのは、自然減

が続きまして転入数・転出数ともに減少傾向にあるものの近年は社会減が続いておりま

す。ここで、人口減少の要因となります自然減と社会減ですけども、まず人口の増減は

自然の増減プラス社会の増減によって人口が増えたり減ったりしてきます。次に、自然

の増減というのは何かということですけども、自然で増えたり減ったりというのは、こ

れ出生数から死亡数を引いて正数が出た場合は増えていると、出生数が多くて死亡数が

少なかったら当然自然増となってきます。出生数が少ないのに死亡数が多いとなってく

ると自然減になってきますね。次に、社会増減というのは何かと。社会増減というのは、

例えば他地区からの転入数から転出数を引いたのが社会の増減です。入ってくる方が変

わっていく数よりも多い場合は社会増となってきまして、入ってくる方が少なくて白山

町から出て行く一方やというのは社会減というふうになってきます。そういうふうな傾

向で白山町については当然人口減ということになってきますので、いずれにしろ多分自

然増も減になっておりますし、社会減というのも減になってきまして両方がマイナス、

マイナスで人口の減になってくるんじゃないかとちょっと心配しております。次に、１

０ページを御覧ください。１０ページについては、世帯数の推移でございまして、津市

の世帯数が年々増加する一方で、世帯数は増えてきておるんですわ、津市としては。た

だ、１世帯あたりの人員は減少しております。これはなぜかと言うと、世帯別では核家

族、単独世帯ともに増加しておりまして高齢者世帯も増加しておるということで、世帯

数は増えてきております。ただ、核家族が増えてきているということです。１１ページ

から１２ページですけども、これ先ほど言いましたように合計特殊出生率、婚姻件数、

出生数の関係で婚姻件数が減少しているのに対しまして特殊出生率は上昇傾向にありま

す。これは出生数は合計特殊出生率の動向だけではございません。女性の人口や年齢構

成の影響を受けるため合計の特殊出生率の上昇とともに出生数を上昇するわけではない

ということがわかってきます。次に、１３ページを御覧ください。これは、地域別の老

年人口比率についてでございまして、合併後の地域別の老年人口比率の推移を見るとす

べての地域において上昇傾向にあります。特に、美杉地域においては平成１９年の４６．
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８パーセントから昨年の平成２６年には５５．１パーセントまで８．３ポイントも上昇

しております。当該白山町は、平成２６には白山地域が３５．８パーセントでした。美

里地域も３５．８パーセント、香良洲地域３１．５パーセントと３０パーセントを越え

ております。いずれも高齢化が進行してきておるという状況です。これらの人口比率や

推移の資料を基に次の総合戦略の骨子案をお願いしたいと思います。 

         策定趣旨につきましては、先ほど冒頭に申し上げましたように、地方再生に向けた津

市の総合戦略として政策目標や施策の基本的な方向、具体的な施策を掲げ地方再生に向

けた取組みをより効果的に集中して進めるために、（仮称）の｢津市まち・ひと・しごと

創生総合戦略｣を策定することによりまして地方自治体が地方財政に取り組む事業への

財政的支援が行われることになります。計画期間は平成２７年度から３１年までの５カ

年です。位置付けとしましては、時系列の関係でみますと総合戦略は、総合計画後期基

本計画（平成２５年度から２９年度５カ年）と次期総合計画の計画に重なるため、現行

の総合計画に位置付けた施策のうち、地方創生に係り特に集中的かつ効率的に取り組む

べき施策と地方創生に向けて次期総合計画期間中においても取り組むべきとする施策を

位置付けるものとなります。それで、総合戦略においての３つのポイントがございます。 

まず、津市が有する地域の特性や多様性を都市の総合力として発揮し、地方再生の取組

を進めるものでして、１つは「県都津市が有する資源や環境を最大限に生かした真に市

民に求められる施策の展開」です。これにつきましては、津市は日本で初めて市制を施

行した、全国で３１市があるんですが、明治の初めに市制を施行した１つでございまし

て、明治２２年からの長い歴史があるのですが、そういった歴史の中でコミュニティや

古くから地域の生活を支えてきた豊かな自然、インフラや大学などの高等教育機関、医

療機関等県都して集積されてきた都市機能を強みとして最大限に活かしていけるという

ことを目指すということが１つのポイントでございます。ポイント２は、「攻める戦略」

と「守る戦略」の複眼思考として、人口減少に歯止めをかける積極的な施策を展開する

一方、施策によって人口減少が収束するまでにはある程度の時間を要しまして、この間

も人口減少が続くことを考慮した、効率的かつ経済的な観点で戦略の展開を掲げていく

ということでございます。３つ目は、国のまち・ひと・しごと創生の政策５原則（自立

性、将来性、地域性、直接性、結果重視）が求められます。これらの３つのポイントを

まず総合戦略として掲げる。どれを掲げるかもあるんですけれども。次に、目標別戦略

でございますが、総合戦略において先ほど言いました３つのポイントを踏まえまして、

地方創生の取り組みを戦略的に推進していくために４つの基本目標を掲げ、それぞれ５

年後に達成すべき数値目標を設定していきますということで、まず 1つ目が、出会い・

結婚・出産・子育てしやすい環境づくりです。２つ目に産業振興、企業誘致等による安

定した雇用の創出・拡大、３つ目が定住・還流・移住などによる新たなひとの流れの創

出、最後の４つ目が人と人が繋がった暮らしやすい地域づくり、この４つが目標別戦略

の基本目標になってきます。この４つを考えてみますと、先ほど私がビジョンで説明さ

せていただきました推移ですね、これが非常にどの分野においても影響してくるのでは

ないかと思っております。そこで、地域審議会としての役目でございまして、委員の皆

様方の御意見というのが、白山地域として総合戦略において先ほど説明させてもらった
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３つのポイントを踏まえて今度４つの基本目標の内、どれを地方再生の取り組みとして

行うべきかを決めていただきたいということでございます。これは、各総合支所がこう

した形で地域審議会で骨子案を説明させていただきまして、各総合支所単位で各地域の

審議会から上がってくる内容を精査致しまして津市の目標というか、地域戦略に反映し

ていきたいというように考えております。今後のスケジュールと致しましては、各総合

支所単位で地域審議会にどの目標別戦略で取り組むかを決定していただきまして、それ

らを本庁政策課がまとめ、また一般市民からの意見を聴取して、これパブリックコメン

トですが、議会に上程し、「津市まち・ひと・しごと創生総合戦略」が策定することにな

ります。従いまして、今日は白山地域としての１から４の内、どの目標に取り組むべき

かを考えていただく説明をさせていただきまして、今後それぞれの委員さんから御意見

をいただいて事務局として秋ごろまでに意見をまとめさせていただきまして本庁政策課

に提出したいと考えております。地方創生に向け、今人口減少に歯止めをかけるために

白山町の地域審議会としてどんな観点からアイデアをいただくのか、ちょっと例があり

ますので、１番は、若い世代の結婚・出産・子育ての支援、これは例えばどうしたら婚

姻件数や出生率が上がるのかということです。２番については、雇用の創出、例えば雇

用を創出するためにはどういったアイデアがあるのか。企業立地もそうなんですけども。

３番が、新たな人の流れの創出、これは若い世代が白山地域に集まり住んでもらうには

どういった取り組みが必要なのかというのをあれば御意見をいただきたい。最後に４番

目は地域づくり、これからの時代にあった地域づくりはどうあるべきか。この４つが目

標別戦略の基本目標でございまして、白山の審議会としてこの４つの内どれを見ていく

のかというのをお考えいただきましてまた御意見をいただきたいというのが趣旨でござ

います。いろいろはしょって御説明させていただきましたものでなかなか本日すぐには

御理解いただけないかわかりませんけども、添付させていただきました資料がございま

すので一度お目を通していただきまして、津市の戦略について御意見をいただければ幸

いと思いますのでどうぞよろしくお願い致します。 

今井会長     ありがとうございました。今説明ありましたように、今後の審議会において「地方創

生に向けた津市の人口ビジョン及び総合戦略の策定」に向け、意見を聴かせていただき

たいと思います。目標別戦略の４つの項目のどれを採用するか、白山としては。どのよ

うな意見が一番白山として有効な内容かということで意見がございましたらどうぞ。 

総合支所長    ただ皆さんがばらばらの意見ですと、なかなか地域審議会としてまとめられませんの

でできましたら今日はこの４つの内、白山地域としてどれかというのを考えていただい

たらそれぞれがお家で考えていただいて、次回にお聴きします。 

豊田委員     豊田でございます。今説明してもらいましたけれども、戦略とおっしゃられましたが、

ここにいる１４人も多分それぞれの立場でものを考えていると思うので、その中の一つ

を持ち帰って考えよと言われてもこの４つを１つに絞るというのはどういう観点でどこ

に重点をおきたいんやという白山町の何かがみえないとなかなか言えないと思うんです。

個人的な意見ですけれども、ほんとに子育てしている子どもたちの世代にとっては医療

費を無料にしていただいたり、そういうふうなことはとてもありがたいと思っているん

ですが、白山町大好きでほんとにこのまちで暮らしたいと思っている子もここへ戻って
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きて生活をしようと思うと、ほんとに今吉川さんが言われたように文化的にはなかなか

物理的にもハード的にも難しいところがあって、やはりどこかへ子どもたちを連れて行

く、白山町以外の所へ行ってというふうな形になっていくのが現状ではないかと思いま

す。やはり白山町としてこういうふうにしていきたいんやというビジョン的なものを私

たちも聴いて考えていくということで４つともほんとに大事なビジョンじゃないかなと

思うんです。子育てしている母親を見ているとやはり忙しいからラインで話をしたり、

スマホで話をしたり人と人が繋がる、子どもを連れて繋がるような場所が本当に限られ

ている。人が顔をみながらあいさつをしたり、意見を交わしたりする地域のコミュニテ

ィというのを大事にするような白山町であってほしいなあと、そういう子どもたちがぜ

ひもう一回白山町で住みたいんやというようなまちづくりを私たちは今現状の課題に必

死になっているんだけれども１０年後、２０年後見据えた時にこのビジョンをまずはこ

れというふうにしていくのが大事なのか、これを統合した何かがあるんじゃないかとい

うような骨子を今教えてもらって持ち帰りたいなと思うんですがどうでしょうか。 

総合支所長    確かにいろんな４つの課題というか、基本目標がございましてなかなか絞りにくいと

いうか、どれもこれも考えていかなくてはいけない、これも問題やなあというのはある

と思います。ただ、白山の地域の代表というか、地域審議会としてひとつの目標という

か、それぞれ持ってもらっておるのは当然そうやと思います。いろんな形で子育てにし

ろ、地域づくりというのもあると思うんですが、それをまとめていただいて意見の多数

決というのもできるかわかりませんけども、すべてがすべてなかなかいろんな意見とい

うのは出していくと個人の要望になってきますもので、白山地域の審議会としての御意

見をどれにするかというのを決めてひとつにまとめていただければと思います。ただ、

白山はこういうふうなものを出してきておるけども、よそでは同じ基本目標でも違う考

え方があるということもありますし、また他の総合支所では雇用の創出の方が上がって

くるかわかりません。そういった意見を吸い上げた中で津市としてどういうふうな目標

に向かっていくのか。うちでは出なかった目標がよそから上がってきて、よそはこうい

うふうに考えておるというふうになると思いますので、当然委員が言われますように

個々的にはいろんな考え方がございますし、４つとも重要な問題であると思われるので

すが、最終的に白山の地域審議会としてどれをもっていくのかというのをまずは考えて

いただきたいと思います。非常によくわかります。我々も４つとも大事であるとわかる

んですけども、たくさん出すよりもひとつ出して、よそもそういうふうな形で出てきま

すので。バッティングするのもあるかわかりません。ただ、白山はこういうふうな考え

美里はこういう考えという形でひとつお願いしたいと思います。 

吉川委員     この４つの中でどれというのは私もわからないんですけども、以前テレビを見たとき

に結婚しても出産する年齢というものが案外認識されていなくて、２８歳でも３０歳で

も結婚したら子どもは産めるという感覚でいる人が多いらしいです。だから、今不妊の

ことが問題になっていると思うんですけれど、やっぱり学校教育の中で子どもというの

は２５～６歳ぐらいからできたら３０歳ぐらいまでの元気なうちに産んだ方が子どもは

生まれやすいという学校教育というか、そういうことの教育を基本的にして、今の人は

結婚が遅いので３０歳すぎてからも子どもは生まれるわと思って、産めない人が結局不
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妊治療を受ける人が多いので。やっぱり教育の中で結婚は何歳ぐらいまでが一番子ども

の生まれる可能性が高いとかそういうことも教育としてやっていくことが、早いうちに

結婚したら子どもを産んだらいいのだなあということを若い人に浸透させていくという

ことも大事じゃないかと思うんですけれども。 

海野委員     地域審議委員は今年度３月３１日まででしたね。今言われた４つの項目なんですが、

白山はこれだこれだというのやなしに津市全体で考えるのが基本だと思いますので、た

だ白山が例えば４に決めたんや、１に決めたんやというのはどうにもおかしいような気

がするんです。これは津市全体で地域審議委員で決めるんやなしに津市全体で基本方針

を決めていただいて、この４つを網羅した新しい総合戦略を作っていただければよいと

思うんですが。ちょっと地域審議委員には重すぎるというのか、今後これについてはず

っと検討させていただければいいんですけど、ただこれだけやというだけであとほりっ

放しではちょっと余りにも軽すぎるし、あるいは内容的には重すぎると思うのでこれは

審議会に付託せずに市の方で充分に検討していただきたい。例えば白山が１に決めてし

まえばほかはいらんのかという感じになりますので、４つとも重要な事項でございます

ので白山だけで何番と決めるのは非常に至難の業だと思うし、審議会委員さんの責任も

ありますのでちょっとそこ考えていただくとありがたいなあと思います。 

総合支所長    ちょっと説明不足かもわかりませんでしたけれど、白山がこれに決めたのであとはえ

えのかということや、通常の要望とかではないのですので。４つの目標の中でこういう

ふうな子育てというか、若い人が減るということなど、例えば私が白山を例にとったの

ですが、白山だけじゃなくして、若い世代がどんどん出て行って核家族化になっておる

ということも踏まえたうえでちょっと言わさせてもらったのですが。海野副会長さんが

言われますように、白山はほかのことはいいのかという御心配はしていただかなくても

いいと思うのですが、ただたくさんの中で白山はこれに絞って重点的にどういうふうに

するか考えただけの意見をいただきたいということです。それと、審議委員さん１５名

おっていただく中で白山町の代表として参加していただいておりますので、そのへんは

大きな視点に立って白山地域の現状を見据えた中での御意見をいただければと思ってお

ります。 

植村委員     総合支所長が言われた考え方についての確認ですが、新津市合併しまして非常に広い

範囲で全国的にも大きな合併と言われたわけなんですけども、まあそれだけに地域によ

って思いも違う、要望も違うというのがあると。この４つの基本的な戦略が出されまし

たけれども、考え方としてこの４つの内、例えば白山としてはこれを最優先と言います

か、最重点にもっていきたいという考え方でいいわけですね。 

総合支所長    そうです。それと、意見交換会の中で道路整備とか施設の整備など特定の地域や団体

に関わる要望や意見なども出てくるかもわかりませんけども、今回は、東京一極集中を

是正するとともに人口減少に歯止めをかけるなどといった少し大きな視点で意見をいた

だきたいと思っております。ですから、植村委員さんが言われましたように、津市なん

ですけども白山としてはここにという形で、大きな視点で御意見をいただきたいと思っ

ております。 

植村委員    大きな問題でなかなか我々も理解はできないですけども。 
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今井会長    ほかに意見ございますか。 

平谷委員    平谷ですけども。やっぱりポイントのところに結果重視と書いてありますよ。だから、

各地区で結果重視でやりましょうという施策なんです多分。白山町やったら何人と決め

たらそれを守りましょうというそんな感じなんですかね。 

総合支所長    何人と決めたらというか、現状はこうやもので将来的にこういうふうな施策が必要と

かという形で戦略的に。 

平谷委員     何人とか書いてあります、目標で。 

総合支所長    出生の数ですか。これは、一応目標というか、全国的な出生数が出ておりますが、現

在は２．０７人とか、そういう形です。 

平谷委員     白山町が１．４３でしたら１．４５にしましょうかというそういう目標になってくる

のですか。 

総合支所長    最終的にはそこに出ているよりも低くならないような形ですよね。ただ、目標値とい

うのはなかなか入れられないと思います。白山だけでは。津市全体として考えていきま

すので、寄せた中で。 

平谷委員     そうなってくると、今副会長がおっしゃったように全体で考えていくべき問題じゃな

いでしょうかということです。 

総合支所長    ただそれは、各地域の細かい数字までは入れられませんけども、地域としてはこんな

考えがありますということで。 

         こういうものを策定するには、行政本位で決めるわけにもいきませんので色々御意見

をいただいた中で策定していくということで、当然住民の方々によるパブリックコメン

トもいただいてまとめていくとは思うんですが。 

豊田委員     ごめんなさい、終わりに近づいているのに。最終年度ということなので、私たちも１

番と決めさせてもらい、白山は１番やった、一志は２番やった、美杉は４番というふう

になった時の流れを教えてください。そのあとどんなふうになっていくのですか。 

総合支所長    これ１から４まである中でどれをというのは確かに難しい話と思います。白山につい

ては、１もあり、２もあり３もあるというのはそれはそれでいいのですが、そういう御

意見も集まってひとつのものになってきますので。絞れたら一番よいのですが、先ほど

のお話を聞いておりますと、なかなかひとつに絞りにくいということもございます。こ

の意見をいただいて本庁政策課へ上げていくのですが、結果として報告はさせていただ

かなくてはいけないと思っております。ただ、今年度３月までこの任期がございますの

で、秋ぐらいまでにまとめられ、最後の審議会にはこういうふうな結果ということで御

報告はさせていただきたいと思います。 

今井会長     豊田委員、今の説明で分かりましたですか。 

豊田委員     はい。 

今井会長     事務局の方で次回はいつぐらいと考えていますか。今の話では、１０月ぐらいまでと

いう話ですが、それまで持ち帰って、次回で意見をまとめるような形にしないとまとま

らないと思います。初めて聞いた話でいきなり４つを１つに絞れというのは。 

総合支所長    数字的には４項目なのですが、いずれをとっても大事やないかということもあります

ので、この４つの戦略目標を個々にどれやというのを考えていただいて、上げってきた
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中でそれがひとつになるのか、２つになるのか、４つとも当然やないかと言われたらそ

れはそうなるかもわかりませんけども、白山としてはやっぱり４つとも大事なんやと、

こう考えておるんやというのは上げていきます。農繁期で忙しいと思いますが、９月の

上旬ぐらいに第２回目を開催させていただきたいと思っております。時間的にあまり余

裕がありませんが。 

今井会長     今の話で次回は９月の上旬ということですが、それまでに持ち帰って検討していただ

けますか。それでよろしいですか。 

             （「はい」の声あり） 

今井会長     それでは、この件は持ち帰り検討するということで、次に移ります。 

         最終の事項５「その他」に入りますが、事務局何かありますか。 

 ５．その他 

副総合支所長   別にございません。 

森田委員     はい。 

今井会長     どうぞ。 

森田委員     その他の項で。ちょっと時間も迫ってまいりましたが、２点ほどお願いします。１点

目は熊の問題です。熊がこの間出て、新聞に報道されておりました。１９日に市民の方

が見て、２０日に県が麻酔銃で眠らせて強度の強い檻に入れたということで、熊は体長

１．２2 メートル、体重５８キログラムの雄であると、それが２３日の４時ごろに放さ

れたということがその日の６時ごろにテレビの速報ニュースに出ておりました。それに

ついて、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」とかあるいは各県によ

って条例が違うと、三重県条例等々もありましてこれ新聞に報道されておりましたんで

すが、津市を通じて県の農林水産事務所とのいろんな話のやり取り等いろんなことがあ

ったんではないかと思うんですが、その中の市あるいは県との行政のやり取りの生々し

い話を聞かせていただきたいと。法律とかもわかりませんので聞かせていただいて、そ

れに対してお願いがあればお願いをいたしたいと思っております。それが１点目です。

２点目は、提議をさせていただきたいと思うんですが、某総会がございまして、その場

で私電子基準点の話しをちょっとさせていただいたんです。そうしたら、そのあといろ

んな人が「ええ話やったなあ」、「こんな話は初めて聞いたわ」とか言われまして、また

ある人は、「ちょうど子どもの教育にも良いし、広報津にこのことを載せもらうよう提言

しようかなあ」と、それはよいことだということでして、それは何かと申しますと、電

子基準点なんです。電子基準点は、全国で今国土地理院が設置したものが１，３００点

ほどあります。その内の１つが白山町の八ッ山の出張所前、ゲートボールをしている角

に立っておるんです。それは、昨年私がこういう専門の地理空間情報のセミナーがござ

いまして、そこで話を聞いておりましたら、東大名誉教授の村井先生が公益社団法人「日

本測量協会」をこの間お辞めになられましたが、前日本測量協会の会長でございます。

その人が津市内で講演があった時にパソコンをクリックするのに「ああここは津だなあ」

というようなことでクリックしたら、その映像を見てましたら津市白山町と出たんです。

その場所を見ていたら、八ッ山の出張所前のところにある高さ 5メートルぐらいのもの

で、天辺が半円球になっておりましてそれが電子基準点です。電子基準点というのは、
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地殻変動の監視とかあるいは測量の基準等に利用するため全国に１，３００点ほどある

と、これはＧＮＳＳ衛星測位と申しまして、現在グロナス衛星とかガリレオ衛星あるい

はＧＰＳ衛星等がありまして、その衛星から電波をキャッチして計算処理をして経度と

緯度と高さを出すわけですね。電子基準点は全国で１，３００ですから三重県でも３０

あるかなしかと思うのですが、そのひとつが津市の白山町にあるということでその電子

基準点というものの役割とか位置とかをぜひとも広報津に載せていただいてＰＲをして

いただいたらどうかなと思っております。主に、電子基準点が自分らの生活の中でどう

いうふうに役立っておるのかと申しますと、測量するために我々の生活にかかわってお

るということで都市計画、道路建設あるいは空港整備、農地整備等の公共事業を行う時

には今言いました基準点を使用して正確な位置、経度、緯度、標高を求める測量のひと

つでこういうものに使われている。また、地図も我々の生活と密接に関係しておるので、

地図は行政における各種の計画、防災、減災に対して、あるいは教育、レジャーなど多

方面で広く利活用されこういうものにも使われています。また、電子国土基本図という

のは、我が国の国土を表す基準地のデータということで、国土の基本的な地理情報を表

記した地図情報、居住地名あるいは自然地名などの地名の情報とかデジタル空中写真で

あるオルソ画像で構成されているということで、この情報によりデジタル形式で整備す

ることによって国土の管理、防災、減災対策等への高度な活用が可能であるというよう

なことです。そういう重要な電子基準点がこの津市の広い中で白山町にあるということ

で、ぜひとも電子基準点というものを広報津に載せていただいて一般の市民の方に知っ

ていただきたいと思います。それと、先ほども言いましたが、村井先生というのは地震

予測というのをやってみえまして、これを使って動きをリアルタイムでキャッチをして

みえます。４センチメートル以上動くと大きな地震の前触れになるということで百発百

中とはいきませんけどもほとんど９８、９９ぐらい、この間５月２５日の埼玉震源土浦

震度５あるいは奄美大島の震度５の地震もありました。これもピンポイントで的中され、

そういう予測にも電子基準点というのは活躍をしているということでございますのでこ

れをぜひとも広報津等に載せていただいてＰＲをしていただいたらいいかなあというこ

とでよろしくお願いします。以上です。 

今井会長     熊の報告をお願いします。 

危機管理担当 

副参事      危機管理担当の鈴木でございます。私の方からは熊の件が出ましたので報告をさせて

いただきます。６月１９日金曜日の５時前当たりに、猪や鹿を捕獲する檻にツキノワグ

マが誤捕獲されまして、その日は一晩中そのまま番をしてまして、翌日２０日の土曜日

に三重県獣害対策課、みどり共生推進課、林業研究所、津農林水産事務所、林業振興室、

それから津市の農林水産部、白山総合支所のメンバーが集まりまして、誤捕獲がされた

のが白山町川口の市場地内でございまして、ツキノワグマで体長１．２メートル、体重

が５８キログラムでして、６月２０日の土曜日に仮置き場に移動する必要がありました

ので、川口の自治会長さんと川口財産管理会会長さんに仮置きをさせてほしい旨の相談

を行いまして了承を得て川口地内のところに仮置きをしたわけでございます。２２日の

月曜日に白山総合支所２階の会議室におきまして放獣を含む今後の協議を行いました。
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岩田会長はじめ、自治会長さんほか４名でございます。それから、川口財産管理会の会

長さんはじめ役員ほか３名、地元市場区の区長、合計９名の地元協議を行いました。行

政側は、三重県獣害対策課、みどり共生推進課、林業研究所、津農林水産事務所、津市

からは農林水産部、白山総合支所とで協議をしております。最初に誤捕獲された経緯、

鳥獣保護の観点から放獣させてほしい旨の説明を行っております。放獣先を探したが、

一時仮置きしているところが最適というふうに説明させてもらいました。それから、放

獣する場合発信機をつけて放すことになるので、受信機で居場所を比較的把握できると

いうことで人里にいる場合にいち早く注意喚起ができます。地元自治会からは、里近く

まで侵入してきたもので殺処分をしてほしいという意見も出ました。現実として熊がい

ることが判明したので熊の注意喚起の看板設置を望む声も多数ありました。林業研究所

とかみどり共生推進課からは、誤捕獲された熊は生態として単独行動をしていくという

ふうな意見でございました。一例でございますが、岐阜県では熊の生息等数は安定して

いるので誤捕獲された場合殺処分をしていると、しかし、三重県、滋賀県におきまして

は鳥獣保護法により保護動物に指定しているため誤捕獲された場合は放獣になると。ち

なみに、滋賀県の例では、放獣された熊が人家近くに現れる可能性は低い結果であると

いうことで説明をさせてもらいました。そこで、地元協議をし、了解を得て２３日の火

曜日にホームページにもありますが、午後４時半ごろ放獣ということになっております。    

その後、発信機を付けられた熊は、我々が受信機を持って７月の１０日あたりまで探索

を行っております。その探索により１回は反応しましたが、その後は全然反応がない状

態でございます。７月１０日まで続けておりまして、まだ探知機は持っておりますけど

も一応終了というふうになっております。以上です。 

今井会長     ２点目は意見だけで良いですか。 

森田委員     ２点目は、広報へぜひとも載せていただいてＰＲをしていただきたいです。 

今井会長     その点は個別で一度資料の提出とか色々のことがあると思いますので打ち合わせをし

てください。 

森田委員     それでは１点目に対して。今、熊の件でお話をしていただきましたが、ちょうどこの

事があってから、そこらへんのスーパーとかでいろんな人が話をしているのを聴いてお

りますと、「折角人に害を与えるものを捕まえたのに放してしまうとはなっとやなあ」と

いうような声が多かったです。と同時に、これは捕まっておりませんが、私が住んでい

る上ノ村で２人の方が捕まった１０日ぐらいに見ておるんですわ。これは写真も撮って

おりませんが。大村川の中を歩いておるのをのそのそと、やっぱり猪とは違うと、飛ぶ

ような感じで。獣害柵が張ってあるんですが、１６５号線のちょうど稲垣側と言うか、

南側の所では田んぼの横の畑から逃げて行くのを見ておるんですね。猪ですとスッと行

くのですがその網の所で向き直って前足をぐっと、別々の人が２人見ておるんです。移

動距離というのは６０キロメートルから８０キロメートル移動するとか。そういうふう

な面で法律はあろうかと思うんですが、例えば県条例の中でもう一度変えていただくと

か、私が思うには全国に動物園もたくさんありますのでそこへ引き取っていただくとか、

あるいは今の時点では殺してはいけないのであれば県が折角堅固な檻の中へ入れて、あ

まり子どもらも見たことないですから子どもらに見せるとかして、捕獲して取りあえず
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殺さないで置いておいて、えさやらなかったら自然に亡くなってしまえばこれは仕方な

いですわな。こういうふうに法律でこうなっておるでもうこうしてしまうしかないんや

ということやなしに、もうひとつ踏み込んだ、条例の改正というのはこれ人間が考えた

ことですのでいくらでも変えることができるわけですから、一歩踏み込んだことを強く

要望していただきたいと思います。以上です。 

総合支所長    熊の件につきましては大変御心配をおかけいたしました。先ほども危機管理担当副参

事の方から時系列に御説明させていただいたわけでございますが、まず有害鳥獣で津市

が申請を受けて許可をするというのがございます。たまたま入ったのが熊ということで、

これは指定保護の関係から三重県が判断するわけでございまして、当然森田委員が言わ

れますように白山総合支所と致しましては地域の安全を考えた中で殺処分を望み、なん

とかそのへんでとお願いをしましたがまだ三重県について条例が改正してないこと、こ

の間のいなべ市の問題等がありましたもので非常に三重県も敏感になっておりました。

ただ、なかなか地域の住民の方には安心をしていただかなくてはならないということで

放獣後は発信機を付けておりましたので私ところも職員が土曜、日曜もかけて１日２回

を県と一緒に回っておりました。白山だけじゃなくて隣の美杉総合支所、一志総合支所

とも連携し、情報共有して地域の安全を考えたわけでございます。当然言われましたよ

うに動物園への引き取りとかもお願いをしたのですが、なかなかうまくいきませんでし

た。動物園もちょうど動物が亡くなってほしいという時にそういう話があったら引き取

るかもわかりませんけども動物園もいらないということもありますし、また引き取るに

は約１千万円近い檻の用意がいるということでしたのでなかなかすぐにはできませんで

した。そういう観点から放獣という形を県も判断したとは思うんですが、これであって

はならないんですけども白山にも熊がおったというのは事実でございます。これ以外に

も１頭おったらまたほかにもいるというのもわかりませんけども、川口以外の倭とか八

ッ山とかの山ぐらいに出ないとも限りません。一応５００メートルから１，０００メー

トルの標高の所に熊は住んでいますが、白山で一番高い所ではこの近くの高峰でござい

まして、あと青山高原があるんですけどもそういうところの山まで熊が下りて移動して

きているというのは事実でございます。おるものというものはなかなか隅から隅まで排

除することはできませんので行政もですが地域の方々も心に留めて、すべてが安全じゃ

ない、こういうふうな自然の崩壊が始まってるという新たな問題提起がなされたのでは

ないかと思っております。当然そういう話があって電話があった場合は総合支所も現地

へ駆けつけて対処しなくてはいけませんが、自分の命は自分で守っていただくというの

が基本でございますのでひとつ御理解をいただきたいと思います。以上でございます。 

森田委員     どうもありがとうございました。よろしくお願いします。 

今井会長     それでは、これにて本日の審議会を終わらせていただきます。長時間にわたり、大変

お疲れ様でした。ありがとうございました。 

 


